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本号の主な内容

証
廃
止
の
撤
回
を
全
力
で
進
め
て

い
こ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

な
お
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、終
了

後
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
を
行
っ
て
い

ま
す
。広
島
県
保
険
医
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
会
員
専
用
」か
ら
も
視
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

医
療
の
現
場
で
の
問
題
な
ど
、活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
崎
氏
は
、「
医
師
の
責
務
は
、

治
療
だ
け
で
な
く
、公
衆
衛
生
を

含
む
公
共
の
福
祉
に
資
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
こ
と
や
、保
険
医
と

し
て
療
養
の
給
付
を
提
供
す
る
こ

と
に
あ
る
。オ

ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
シ
ス
テ
ム

義
務
化
に
よ
っ

て
、こ
れ
ら
医

師
の
責
務
を

果
た
せ
な
く
な

る
。オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
義
務
化

の
撤
回
と
保
険

ン
資
格
確
認
の
仕
組
み
や
問
題
点
、

政
府
の
義
務
化
方
針
・
保
険
証
廃
止

の
問
題
点
に
つ
い
て
触
れ
、会
員
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
現
場
の
実
態
に

つ
い
て
も
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。討

論
で
は
、歯
科
医
療
機
関
の
経
費
負

担
や
シ
ス
テ
ム
の
管
理
、在
宅
歯
科

が
保
障
さ
れ
る
よ
う
訴
え
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
義
務
化
や
保
険
証
廃

止
撤
回
の
取
り
組
み
、診
療
報
酬
の

不
合
理
是
正
、歯
科
医
療
費
総
枠
拡

大
、歯
科
技
工
問
題
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。討
論
の

ま
と
め
で
宇
佐
美
宏
保
団
連
歯
科

代
表
は
、「
歯
科
医
療
の
現
状
打
開

に
は
、そ
の
背
景
に
あ
る
新
自
由
主

義
路
線
か
ら
の
脱
却
が
重
要
と
な

る
。今
後
、歯
科
医
療
費
総
枠
拡
大

の
取
り
組
み
を
大
い
に
展
開
し
て

い
こ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

閉
会
に
あ
た
り
、社
会
保
障
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
た
歯
科
医
療
の

充
実
を
求
め
、患
者
・
国
民
と
手
を

携
え
な
が
ら
、要
求
実
現
の
た
め
に

全
力
を
あ
げ
る
決
議
を
全
会
一
致

で
採
択
し
、実
現
に
向
け
て
の
奮
闘

を
誓
い
ま
し
た
。

　

10
月
30
日（
日
）、保
団
連
は
第
17

回
歯
科
全
国
交
流
集
会
を
東
京
都

内
で
開
催
し
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
歯
科

医
師
、事
務
局
な
ど
約
1
6
0
名
が

参
加
し
ま
し
た
。診
療
報
酬
改
善
、

金
パ
ラ「
逆
ザ
ヤ
」問
題
、オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
義
務
化
、歯

科
技
工
問
題
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
を
踏
ま
え
た
歯
科

医
療
提
供
体
制
の
確
保
、保
険
で
良

い
歯
科
医
療
を
求
め
る
取
り
組
み

な
ど
を
討
論
の
柱
に
議
論
し
ま
し

た
。

　

基
調
提
案
を
行
っ
た
田
辺
隆
保

団
連
副
会
長
は
、歯
科
医
療
を
取
り

巻
く
状
況
を
報
告
。歯
冠
修
復
及

び
欠
損
補
綴
の
1
件
当
た
り
の
点

数
は
、2
0
0
7
年
6
1
9
・
2
点

か
ら
、2
0
2
1
年
に
4
1
2
・
6

点
と
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、歯
冠

修
復
及
び
欠
損
補
綴
の
点
数
の
引

き
上
げ
は
必
要
と
解
説
し
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
度
歯
科
診
療
報
酬
改

定
で
変
更
さ
れ
た
個
別
の
改
定
項

目
で
は
、か
か
り
つ
け
歯
科
医
療
機

能
強
化
型
歯
科
診
療
所
、歯
周
病

安
定
期
治
療
、小
児
口
腔
機
能
管
理

料
、口
腔
機
能
管
理
料
、新
規
保
険

導
入
さ
れ
た
口
腔
バ
イ
オ
フ
ィ
ル

ム
感
染
症
に
対
す
る
口
腔
細
菌
定

量
検
査
な
ど
を
解
説
し
、そ
の
改
善

点
な
ど
も
説
明
し
ま
し
た
。

　

2
0
2
2
年
保
団
連
歯
科
会
員

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
間
報
告
で
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
を
受
け
た
経
営
の
通
し
に

つ
い
て
、20
％
が「
見
通
し
が
立
た

な
い
」と
回
答
し
、前
回
2
0
2
1

年
の
16
・
5
％
か
ら
増
加
し
て
い

る
。「
閉
院
を
考
え
て
い
る
」と
の
回

答
も
4
％
で
あ
っ
た
と
し
て
、歯
科

医
療
機
関
の
経
営
は
、深
刻
さ
を
増

し
て
い
る
実
態
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

　

特
別
報
告
で
は
、岩
下
明
夫
全
日

本
民
医
連
副
会
長
が
、貧
困
や
社
会

問
題
が
生
み
出
し
た
口
腔
崩
壊
症

例
を
集
め
た「
歯
科
酷
書　

第
4

弾
」の
概
要
を
報
告
し
、歯
科
医
療

を
健
康
権
で
あ
る
人
権
と
し
て
位

置
づ
け
、人
権
と
し
て
の
歯
科
医
療

医療・社会保障を立て直せ!
「＃いのちまもる 10．20総行動」

東京・日比谷野音で集会

レ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

医
師
・
歯
科
医
師
を
代
表
し
て
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
っ
た
横
堀
育
子
歯

科
医
師（
保
団
連
理
事
・
宮
城
県
保

険
医
協
会
）は
、「
10
月
1
日
か
ら
後

期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
の
2
割
化

が
強
行
さ
れ
た
。年
金
が
減
ら
さ

れ
、物
価
が
高
騰
す
る
な
か
で
生
活

が
大
変
に
な
っ
て
い
る
。窓
口
負
担

が
増
え
る
度
に
受
診
抑
制
が
繰
り

返
さ
れ
、医
療
に
か
か
り
た
く
て
も

か
か
れ
な
い
の
は
命
に
関
わ
る
事

態
だ
。国
は
世
代
間
の
対
立
を
煽

り
、社
会
保
障
の
削
減
を
進
め
て
い

る
。新
型
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
の
低
医

療
費
政
策
で
病
床
逼
迫
・
医
療
崩
壊

と
い
う
事
態
に
な
っ
た
が
、そ
れ
で

も
病
床
削
減
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
教
訓
は
、平
時
か
ら
余

裕
の
あ
る
医
療
供
給
体
制
の
確
保
、

社
会
保
障
の
拡
充
こ
そ
が
大
切
と

い
う
こ
と
だ
。社
会
保
障
の
主
役
は

国
民
で
あ
り
、社
会
保
障
充
実
の
政

憲
）、小
池 

晃
参
院
議
員（
比
例
・
共

産
）が
出
席
し
、連
帯
の
あ
い
さ
つ

を
行
い
ま
し
た
。佐
藤
公
治
衆
院

議
員（
広
島
・
立
憲
）も
激
励
に
訪
れ

ま
し
た
。ま
た
、日
本
医
師
会
の
松

本
吉
郎
会
長
、日
本
歯
科
医
師
会

の
堀 

憲
郎
会
長
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。ゲ
ス
ト
の
せ
や
ろ
が
い
お
じ
さ

ん（
お
笑
い
芸
人
・Youtuber

）は
、

風
刺
の
き
い
た
ト
ー
ク
で
会
場
を

沸
か
せ
ま
し
た
。

「
医
療
を
ま
も
れ
」「
介
護
を
ま
も

れ
」―
集
会
後
の
パ
レ
ー
ド

　

集
会
終
了
後
、日
比
谷
野
外
音

楽
堂
か
ら
東
京
駅
八
重
洲
口
付
近

ま
で
、「
医
療
を
ま
も
れ
」、「
介
護
を

ま
も
れ
」、「
保
育
を
ま
も
れ
」な
ど

と
コ
ー
ル
し
な
が
ら
パ
レ
ー
ド
を

行
い
ま
し
た
。

治
に
転
換
す
る
た
め
に
と
も
に
運

動
を
広
げ
よ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
、保
育
現
場
の
処
遇
改

善
、介
護
改
悪
阻
止
、看
護
師
な
ど

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
、公
衆
衛
生

の
充
実
、高
齢
者
の
負
担
増
中
止

な
ど
を
求
め
る
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。

　

集
会
に
は
、い
ず
れ
も
医
師
の

吉
田
統
彦
衆
院
議
員（
愛
知
・
立

　

10
月
20
日（
木
）、東
京
都
千
代

田
区
の
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に

て
、「
＃
い
の
ち
ま
も
る　

医
療
・
社

会
保
障
を
立
て
直
せ
！
10
・
20
総

行
動
」（
集
会
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
は
保
団
連
な
ど
の
医
療
団

体
や
介
護
・
保
育
な
ど
の
労
働
組

合
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
。集

会
に
は
全
国
か
ら
6
0
0
人（
Ｗ

ｅ
ｂ
参
加
の
5
0
0
人
を
含
め

1
1
0
0
人
）が
参
加
し
、「
医
療
・

社
会
保
障
を
立
て
直
せ
！
」と
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

集
会
の
冒
頭
、日
本
医
労
連
の

佐
々
木
悦
子
委
員
長
は
、「
岸
田
政

権
は
、医
療
提
供
体
制
を
強
化
す

る
ど
こ
ろ
か
、後
期

高
齢
者
の
窓
口
負
担

を
増
や
し
、病
床
削

減
を
強
行
し
た
。一

方
で
、軍
事
費
を
さ

ら
に
増
や
そ
う
と

し
て
い
る
」と
述
べ
、

「
大
軍
拡
で
は
な
く

国
民
の
命
第
一
で
と

暮
ら
し
を
守
る
政
治

に
転
換
を
」と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、医
療
や

介
護
、保
育
な
ど
の

各
分
野
か
ら
の
リ

集会の様子

パレードの様子

2面

6面

4面

5面

主張「国によるこども医療費窓口無料制度の創
設を急げ」／オンライン資格確認義務化―その
狙いと医療現場への影響（2,3,4面）
オンライン資格確認システム導入義務化の撤回
等求め、地元選出等国会議員に要請／医科・
適時調査対策研修会
こども医療費助成制度について
会員訪問／原発よりも命の海を
第37回保団連医療研究フォーラム開催7面

に
山
崎
利
彦
埼
玉

協
会
理
事
長
、シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
に
渡

部
義
弘
埼
玉
協
会

副
理
事
長
、竹
田

智
雄
保
団
連
副
会

長
、松
山
洋
保
団

連
事
務
局
主
幹
が

登
壇
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、オ
ン
ラ
イ

　

10
月
15
日
、埼
玉
県
保
険
医
協

会
は
、50
周
年
記
念
事
業
医
療
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て「
マ
イ
ナ
保
険

証
と
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
義
務
化
の
対
応
～
医
療
現
場

の
現
状
と
義
務
化
の
狙
い
～
」を
開

催
し
ま
し
た
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

オンライン資格確認
システム義務化の対
応等について議論
埼玉県保険医協会・医療
シンポジウム開催

歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
に
向
け
て
前
進
を

保
団
連
第
17
回
歯
科
全
国
交
流
集
会
開
催
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医
療
機
関
は
、医
師
・
歯
科
医

師
が
患
者
の
処
方
内
容
を
確
定

し
た
後
、
電
子
カ
ル
テ
等
に
よ

り
電
子
処
方
箋
を
発
行
し
、
電

子
的
に
署
名
を
行
っ
た
上
で
、

管
理
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
す
る
。現

時
点
で
利
用
可
能
な
電
子
署
名

で
あ
る
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
カ
ー
ド
の
取

得
が
必
要
と
な
る
。
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ

（H
E
A
L
T
H
C
A
R
E P
U
B
L
IC 

K
E
Y IN

F
R
A
ST
R
U
C
T
U
R
E

）

カ
ー
ド
は
、医
師
・
歯
科
医
師
、薬

剤
師
の
本
人
確
認
と
有
資
格
の
証

明
書
が
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に

搭
載
さ
れ
て
い
る
。

　

管
理
サ
ー
ビ
ス
で
は
、患
者
の

被
保
険
者
個
人
番
号
に
紐
付
け
て

処
方
箋
を
保
管
す
る
。電
子
と
紙

の
処
方
箋
の
登
録
に
あ
わ
せ
て
、

患
者
ご
と
に「
引
換
番
号
」を
発
行

し
医
療
機
関
に
送
信
す
る
。

　

電
子
処
方
箋
の
場
合
、医
療
機

関
は
引
換
番
号
と
処
方
内
容
を
記

載
し
た「
処
方
内
容（
控
え
）」を
患

者
に
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

紙
の
処
方
箋
を
発
行
し
た
場
合
で

も
、処
方
内
容
を
含
む
電
子
フ
ァ

イ
ル
を
作
成
し
て
、管
理
サ
ー
ビ

ス
に
登
録
す
る
こ
と
に
な
る
。患

者
に
処
方
箋
の
原
本
を
渡
す
こ
と

は
従
来
ど
お
り
で
あ
る
。

　

医
師
・
歯
科
医
師
が
処
方
内
容

を
確
定
す
る
に
あ
た
り
、複
数
の

医
療
機
関
・
薬
局
で
処
方
・
調
剤

さ
れ
た
薬
と
の
重
複
投
薬
が
な

い
か
、併
用
禁
忌
の
薬
で
は
な
い

か
に
つ
い
て
、管
理
サ
ー
ビ
ス
が

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、そ
の
結
果
を

医
療
機
関
に
通
知
す
る
。

　

電
子
処
方
箋
の
運
用
開
始
後

は
、紙
と
電
子
媒
体
の
処
方
箋
が

て
い
る
。

　

患
者
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

保
険
証
で
受
診
す
る
場
合
、顔
認

証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
は
、

「
処
方
箋
の
発
行
方
法
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
」の
画
面
が
追
加
さ

れ
る
。患
者
は「
電
子
処
方
箋
を
希

望
」+「
紙
の
処
方
箋
を
希
望
」の

い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
。

　

健
康
保
険
証
で
受
診
し
た
場
合

は
、受
付
の
職
員
が
、患
者
に
電
子

処
方
箋
の
発
行
か
、紙
の
処
方
箋

を
希
望
す
る
の
か
を
確
認
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

機
関
・
薬
局
で
の
導
入
を
目
指
し

て
い
る
。

　

現
時
点
で
は
、医
療
機
関
・
薬
局

が
電
子
処
方
箋
を
導
入
す
る
か
ど

う
か
は
あ
く
ま
で
任
意
で
あ
る

（
2
0
2
5
年
度
以
降
に
原
則
義

務
化
さ
れ
る
懸
念
が
あ
る
）。患
者

も
、紙
の
処
方
箋
か
、電
子
処
方
箋

か
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。患
者

の
本
人
確
認
や
処
方
・
調
剤
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
へ
の
同
意
に
つ

い
て
は
、現
行
の
健
康
保
険
証
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ど
ち
ら

を
用
い
て
も
可
能
で
あ
る
と
さ
れ

◇
電
子
処
方
箋
の
仕
組
み（
図
2
）

　

電
子
処
方
箋
と
は
、医
師
・
歯
科

医
師
が
電
子
カ
ル
テ
等
か
ら
処

方
箋
を
発
行
し
、電
子
処
方
箋
管

理
サ
ー
ビ
ス（
以
下
、管
理
サ
ー
ビ

ス
）に
登
録
す
る
。薬
剤
師
は
、そ

の
登
録
さ
れ
た
処
方
箋
を
薬
局
シ

ス
テ
ム
に
取
り
込
み
調
剤
し
、調

剤
結
果
を
管
理
サ
ー
ビ
ス
に
登
録

す
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。

　

国
は
2
0
2
5
年
3
月
末
に

は
、オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
導

入
し
た「
お
お
む
ね
全
て
」の
医
療

（寄稿）
オンライン資格確認義務化―
その狙いと医療現場への影響（下）
公益財団法人日本医療総合研究所研究・研修委員　寺尾正之

■
紹
介
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
寺
尾 

正
之
　
氏（
て
ら
お
　
ま
さ
ゆ
き
）　

　
現
在
、公
益
財
団
法
人
日
本
医
療
総
合
研
究
所 

研
究
・
研
修
委
員
、医
療
法
人
財
団
健
和

会 

医
療
介
護
政
策
室
主
任
研
究
員
、元
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
事
務
局
次
長
。医
療
政
策

が
専
門
。

　
著
書
に
、『
コ
ロ
ナ
禍
で
見
え
た
保
健
・
医
療
・
介
護
の
今
後
～
新
自
由
主
義
を
超
え
て
』（
共

著
、新
日
本
出
版
社
）、『
国
民
皆
保
険
崩
壊
の
真
実
』（
共
著
、日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）、『
誰
で

も
安
心
で
き
る
医
療
保
障
へ
』（
共
著
、大
月
書
店
）、『
T
P
P
・F
T
A
と
公
共
政
策
の
変
質
』

（
共
著
、自
治
体
研
究
社
） 

、『
安
倍
政
権
の
医
療
・
介
護
戦
略
を
問
う
』（
共
著
、あ
け
び
書
房
）、

『
皆
保
険
を
揺
る
が
す「
医
療
改
革
」』（
共
著
、新
日
本
出
版
社
）、『
後
期
高
齢
者
医
療
が
よ
く

わ
か
る
』（
リ
ヨ
ン
社
）、『「
医
療
改
革
法
」で
ど
う
な
る
、ど
う
す
る
』（
新
日
本
出
版
社
）ほ
か
。

（
3
面
1
段
目
に
続
く
）

（出所）厚生労働省医薬・生活衛生局「電子処方箋に関する説明会」（2022 年 7 月 25 日）

図2

　

円
安
の
煽
り
を
受
け
、物
価
高
騰
が
子
育
て
世
帯
に

甚
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。小
麦
や
油
脂
な
ど
の
原

材
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、10
月
に
値
上
げ
が
見
込
ま

れ
る
食
料
品
は
6
5
0
0
品
目
、2
人
以
上
の
世
帯
で

年
間
平
均
6
万
8
千
円
の
負
担
増
と
い
う
試
算
も
あ

る
。そ
う
し
た
な
か
、「
2
0
2
1
年
国
民
生
活
基
礎
調

査
の
概
況
」を
み
る
と
、児
童
の
い
る
世
帯
の
平
均
的
な

給
与
所
得
は
6
9
5
万
円
程
度
。8
月
の
毎
月
勤
労
統

計
調
査
で
は
、実
質
賃
金
は
、前
年
同
月
比
1
・
7
％
減

少
。4
月
以
降
、5
か
月
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
の
伸
び
率
と

な
っ
て
い
る
。

　

内
閣
府
が
2
0
2
1
年
2
月
～
3
月
に
行
っ
た「
子

供
の
生
活
状
況
調
査
」（
中
学
2
年
世
帯
対
象
）を
み
る

と
、等
価
世
帯
収
入
が
中
央
値
未
満
の
世
帯
が
約
半
数

を
占
め
る
。今
の
暮
ら
し
が「
苦
し
い
」「
大
変
苦
し
い
」

と
回
答
し
た
割
合
は
、全
体
で
は
25
・
3
％
だ
が
、中
央

値
の
1
／
2
未
満
の
世
帯
で
み
る
と
57
・
1
％
、世
帯
収

入
の
水
準
が
低
い
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
で
は
、「
食
料

が
買
え
な
か
っ
た
経
験
」や「
衣
服
が
買
え
な
か
っ
た
経

験
」、「
公
共
料
金
の
未
払
い
」が
生
じ
て
い
る
割
合
が
高

い
。ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
世
帯
収
入
の
変

化
も
、も
と
よ
り
収
入
の
少
な
い
世
帯
で
減
少
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。国
民
生
活
基
礎
調
査
を
み
て
も
、

児
童
の
い
る
世
帯
の
半
数
以
上
が
、生
活
が「
や
や
苦
し

い
」「
大
変
苦
し
い
」と
答
え
る
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　

10
月
3
日
、保
団
連
も
参
加
す
る
子
ど
も
医
療
全
国

ネ
ッ
ト
の
国
会
内
集
会
が
開
催
さ
れ
、医
療
団
体
が
大

学
と
共
同
で
行
っ
た
調
査
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。調

査
対
象
を
小
・
中
学
生
を
育
て
る
世
帯
と
し
、国
民
生
活

基
礎
調
査
の
貧
困
ラ
イ
ン
を
も
と
に「
貧
困
群
」と「
非

貧
困
群
」と
に
区
分
、2
0
1
9
年
と
2
0
2
1
年
を
比

較
し
て
い
る
。そ
れ
を
み
る
と
貧
困
群
の
家
庭
で
受
診

控
え
が
著
し
く
増
加
、受
診
控
え
の
理
由
に「
自
己
負
担

金
の
支
払
い
困
難
」を
あ
げ
た
数
が
、非
貧
困
群
に
比
べ

5
倍
以
上
で
あ
っ
た
。報
告
し
た
病
院
小
児
科
の
医
師

は
、子
ど
も
の
権
利
条
約
や
憲
法
第
25
条（
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
）が
損
な
わ
れ
つ
つ

あ
る
と
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
、日
本
の
出
生
数
は
1
9
9
1
年
以
降
減
少

傾
向
が
続
き
、2
0
2
0
年
に
は
84
万
8
3
5
人
と

な
っ
た
。子
ど
も
の
数
が
理
想
を
下
回
る
夫
婦
の
多
く

が「
子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か
か
り
す
ぎ
る
か
ら
」

（
56
・
3
％「
少
子
化
社
会
対
策
白
書
令
和
4
年
版
」）を

理
由
に
あ
げ
、30
代
前
半
で
は
8
割
を
超
え
る
。合
計

特
殊
出
生
率
が
2
・
95
と
い
う
岡
山
県
奈
義
町
は
、み
ん

な
で
子
ど
も
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
空
気
と
、「
不
安

を
解
消
す
る
」手
厚
い
制
度
を
備
え
る
。奈
義
町
で
は
高

校
生
ま
で
の
医
療
費
が
無
料
、9
年
連
続
の
人
口
増
を

誇
る
明
石
市
も
高
3
ま
で
を
無
料
と
し
、所
得
制
限
は

設
け
て
い
な
い
。

　

一
方
、国
の
子
育
て
支
援
に
対
す
る
姿
勢
は
ど
う
か
。

収
入
に
基
準
を
設
け
、児
童
手
当
の
特
例
給
付
を
廃
止

（
2
0
2
2
年
10
月
実
施
）。「
産
み
控
え
」対
策
に
、2
歳

以
下
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
に
ク
ー
ポ
ン
支
給
の
方
針

を
打
ち
出
す
。さ
ら
に
現
物
給
付
方
式
で
医
療
費
補
助

を
実
施
す
る
自
治
体
に
国
庫
負
担
減
額
と
い
う
ペ
ナ
ル

テ
ィ
を
科
し
て
い
る
。2
0
1
8
年
度
か
ら
、未
就
学
児

の
部
分
に
つ
い
て
の
減
額
調
整
を
見
直
し
た
も
の
の
、

そ
の
際
、見
直
し
た
財
源
を
医
療
費
拡
充
に
充
て
る
な

と
ま
で
通
知
し
て
い
る
。実
用
性
に
欠
け
、一
貫
性
も
な

い
子
育
て
支
援
に
効
果
が
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。

　

2
0
1
9
年
12
月
、子
ど
も
や
保
護
者
、妊
産
婦
に
、

切
れ
目
の
な
い
成
育
医
療
等
を
提
供
す
る
と
し
た「
成

育
基
本
法
」が
施
行
さ
れ
た
。2
0
2
3
年
に
は「
内
閣

府
の
外
局
」と
し
て
こ
ど
も
家
庭
庁
が
置
か
れ
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
る
。貧
困
対
策
や
少
子
化
対
策
を
重
要

課
題
と
位
置
付
け
る
な
ら
ば
、居
住
す
る
自
治
体
で
医

療
費
の
窓
口
負
担
に
差
が
あ
る
現
状
は
、国
に
よ
る
制

度
創
設
で
解
消
す
べ
き
で
あ
る
。子
ど
も
と
子
育
て
世

帯
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
す
。国
の
制
度
と

し
て
18
歳
年
度
末
ま
で
を
対
象
と
す
る
医
療
費
窓
口
無

料
制
度
の
創
設
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

※「
等
価
世
帯
収
入
」…
世
帯
の
収
入
を「
世
帯
人
員
の

平
方
根
」で
割
っ
た
も
の
。

主　張

国
に
よ
る
こ
ど
も
医
療
費
窓
口
無
料
制
度
の

創
設
を
急
げ

100%50%0%

ひとり親世帯

中央値の1/2未満

中央値の1/2以上

中央値以上

等価世帯収入別にみた暮らし向き

大変ゆとりがある ゆとりがある
ふつう 苦しい
大変苦しい

100%50%0%

ひとり親世帯

中央値の1/2未満

中央値の1/2以上

中央値以上

新型コロナ感染拡大による
世帯収入の変化

収入増 収入減 変わらない
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）は
、全
国
で
す
で
に

約
3
4
7
が
存
在
し
て
い
る
。こ

う
し
た
仕
組
み
を
拡
充
し
て
、全

国
の
保
健
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
保
険
証
で
は
な
く
、被
保

険
者
個
人
番
号
に
よ
る
閲
覧
・
共

有
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と

は
、医
療
現
場
や
地
域
の
実
態
に

見
合
う
も
の
と
考
え
る
。

◇
Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
仕
組
み（
図
4
）

　

Ｐ
Ｈ
Ｒ
（P

E
R
S
O
N
A
L

 

H
E
A
L
T
H R
E
C
O
R
D

）と
は
、

自
身
の
保
健
医
療
情
報
に
つ
い

て
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
し
て
、

電
子
的
に
閲
覧
・
共
有
し
、健
康
・

疾
病
管
理
に
役
立
て
る
仕
組
み
で

あ
る
。

　

Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
拡
充
に
は
、全
国
医

療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
電

子
処
方
箋
の
仕
組
み
を
構
築
す
る

こ
と
が
前
提
と
な
る
。マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
に
よ

り
ロ
グ
イ
ン
す
る
た
め
、カ
ー
ド

取
得
も
前
提
と
な
る
。

　

自
身
の
保
健
医
療
情
報
に
つ
い

て
、民
間
Ｐ
Ｈ
Ｒ
事
業
者
と
の
Ａ

Ｐ
Ｉ
連
携（
Ａ
Ｐ
Ｉ
と
い
う
デ
ー

タ
を
外
部
提
供
す
る
窓
口
を
作

り
、外
部
ア
プ
リ
と
連
携
で
き
る

状
態
に
す
る
）を
通
じ
て
、個
人
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、民
間
Ｐ
Ｈ
Ｒ

事
業
者
の
健
康
医
療
支
援
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
と

な
る
。　　
　

 

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子

証
明
書
で
紐
付
け
ら
れ
た
個
人
の

医
療
情
報
を
、民
間
Ｐ
Ｈ
Ｒ
事
業

者
が
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
プ
ロ
フ
ァ
イ

リ
ン
グ
し
、健
康
リ
ス
ク
を
細
か

く
予
測
し
て
、健
康
リ
ス
ク
の
低

減
に
向
け
た「
お
知
ら
せ
」を
Ｐ
Ｈ

Ｒ
に
表
示
し
、行
動
変
容
を
促
す

と
い
う
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
が

想
定
さ
れ
る
。個
人
の
医
療
情
報

を
企
業
が
利
活
用
す
る
こ
と
で
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
す
る
ね
ら
い

で
あ
る
。

◇
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
原
則

義
務
化
と
医
療
Ｄ
Ｘ
の
ね
ら
い

①
～
医
療
費
抑
制
策
の
推
進

　

国
が
進
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
の
原
則
義
務
化
と
医
療
Ｄ
Ｘ

の
ね
ら
い
は
、大
き
く
2
つ
あ
る
。

　

第
一
は
、
医
療
費
抑
制
策
の

推
進
で
あ
る
。
骨
太
の
方
針

2
0
2
2
に
は
、「
社
会
保
障
分
野

に
お
け
る
経
済
・
財
政
一
体
改
革

の
強
化
・
推
進
」と
し
て
、「
医
療
・

介
護
費
の
適
正
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、医
療
・
介
護
分
野
で
の
Ｄ
Ｘ

を
通
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
・

質
の
向
上
を
図
る
」こ
と
が
盛
り

込
ま
れ
た
。

　

首
相
を
本
部
長
と
す
る「
医
療

Ｄ
Ｘ
推
進
本
部（
仮
称
）」を
設
置

し
、厚
生
労
働
省
、デ
ジ
タ
ル
庁
、

総
務
省
、経
済
産
業
省
に
よ
る
省

庁
横
断
的
な
チ
ー
ム
を
設
け
る
と

し
て
い
る
。厚
生
労
働
省
は「
医
療

Ｄ
Ｘ
令
和
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
3
0

厚
生
労
働
省
推
進
チ
ー
ム
」を
9

月
22
日
に
設
置
し
、来
年
度
予
算

の
概
算
要
求
で
、医
療
Ｄ
Ｘ
関
連

96
億
円
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

自
民
党
政
調
会
は「
医
療
Ｄ

Ｘ
令
和
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
3
0
」

（
2
0
2
2
年
5
月
）に
お
い
て
、

「
国
民
自
身
が
自
ら
の
健
康
づ
く

り
や
健
康
管
理
に
主
体
的
に
関
与

で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
す

る
」こ
と
を
提
唱
し
、経
団
連「
。新

成
長
戦
略
」（
2
0
2
0
年
11
月
）

で
は
、自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
こ
と
だ
と
し
て
、「
個
人
起
点
の

ヘ
ル
ス
ケ
ア
」を
求
め
て
い
る
。

　
「
健
康
の
自
己
責
任
」論
の
考
え

方
に
沿
っ
て
、医
療
費
抑
制
策
と

し
て
の
医
療
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
よ
う

と
し
て
い
る
。国
民
全
体
の
健
康

増
進
や
医
療
の
向
上
を
図
る
の
で

は
な
く
、国
民
に
対
し
て
自
己
責

任
と
行
動
変
容
を
強
要
し
、医
療
・

社
会
保
障
の
給
付
抑
制
を
進
め
る

計
画
で
あ
る
。

◇
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
原
則

義
務
化
と
医
療
Ｄ
Ｘ
の
ね
ら
い

②
～
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
医
療
情

報
の
利
活
用

　

第
二
は
、経
済
成
長
政
策
と
し

て
、医
療
情
報
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
利
活
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。閣

議
決
定
し
た「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

実
現
に
向
け
た
改
革
の
基
本
方

針
」（
2
0
2
0
年
12
月
）で
は
、

「
デ
ー
タ
を
効
果
的
に
活
用
し
た

多
様
な
価
値
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
」

を
目
指
し
、「
デ
ー
タ
の
流
通
、利

用
が
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
重
要
な
礎

で
あ
る
」と
位
置
付
け
て
い
る
。国

民
の
個
人
情
報
を
収
集
し
、そ
の

利
活
用
を
大
規
模
か
つ
効
果
的
に

進
め
る
た
め
、「
デ
ジ
タ
ル
改
革
関

連
法
案
」が
成
立（
2
0
2
1
年
5

月
12
日
、参
議
院
本
会
議
）し
た
。

　

経
団
連「
。新
成
長
戦
略
」は
、国

民
の
個
人
情
報
は
、企
業
に
と
っ

て
利
益
を
生
み
出
す
重
要
な「
資

源
」で
あ
る
と
し
て
、個
人
情
報
を

収
集
し
、デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し

て
集
積
し
、国
と
自
治
体
が
持
つ

膨
大
な
個
人
情
報
と
あ
わ
せ
て
、

企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
利
活
用

し
や
す
い
仕
組
み
を
つ
く
り
、企

業
の
利
益
に
つ
な
げ
る
と
い
う
成

長
戦
略
を
描
い
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
集
積
さ
れ

た
個
人
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康
・

医
療
・
介
護
デ
ー
タ
を
、「
本
人
の

同
意
」の
も
と
で
、企
業
が
運
営
し

て
い
る
Ｐ
Ｈ
Ｒ
に
つ
な
げ
る
仕
組

み
を
構
築
し
、Ｐ
Ｈ
Ｒ
を「
個
人
起

点
」の
健
康
管
理
を
行
う
た
め
に

不
可
欠
な
基
盤
と
位
置
付
け
る
。

　

医
療
情
報
だ
け
で
な
く
、個
人

の
生
活
デ
ー
タ
、購
買
デ
ー
タ
、移

動
デ
ー
タ
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
個
人

情
報
を
紐
付
け
し
、Ｐ
Ｈ
Ｒ
と
つ

な
げ
て
利
活
用
す
る
こ
と
や
、企

業
が
Ｐ
Ｈ
Ｒ
に
集
積
さ
れ
た
個
人

情
報
を「
本
人
の
同
意
」に
基
づ
き

2
次
利
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。

　

Ａ
Ｉ
は
集
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
量

が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
正
確

性
が
増
す
。膨
大
な
個
人
デ
ー
タ

を
企
業
や
行
政
が
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て

自
動
的
に
分
析
、評
価
・
差
別
・
選

別（
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
）し
た
上

で
、企
業
が
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し

て
利
活
用
す
る
と
し
て
い
る
。し

か
し
、健
康
状
態
や
学
習
履
歴
な

ど
に
関
す
る
機
微
な
個
人
情
報
を

企
業
に
開
放
す
れ
ば
、活
用
の
仕

方
次
第
で
、深
刻
な
社
会
的
差
別

や
排
除
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ

る
。

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

「
市
民
カ
ー
ド
化
」

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
原
則

義
務
化
と
医
療
Ｄ
Ｘ
の
背
景
に

は
、デ
ジ
タ
ル
社
会
の
基
盤
と
し

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
最
大
限

活
用
す
る
た
め
に
、来
年
3
月
ま

で
に
ほ
ぼ
全
て
の
国
民
が
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
さ
せ
る
こ

と
が
あ
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

得
す
る
こ
と
は
、法
律
上
の
義
務

で
は
な
く
任
意
だ
が
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
を
テ

コ
に
し
て
、と
に
か
く「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た
せ
て
、使
わ

せ
た
い
」＝
実
質
義
務
化
と
い
う

こ
と
が
狙
わ
れ
て
い
る
。

　
「
市
民
カ
ー
ド
化
」＝
国
内
版
パ

ス
ポ
ー
ト
化
と
し
て
活
用
す
る

た
め
、一
体
化
す
る
対
象
を
広
げ

て
い
く
方
針
で
、▽
生
活
保
護
の

医
療
扶
助
・
医
療
券
も
2
0
2
3

年
度
中
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
一
体
化
、
▽
運
転
免
許
証

（
約
8
1
0
0
万
人
が
所
持
）は

2
0
2
4
年
度
末
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
の
一
体
化
を
開

始
、▽
在
留
カ
ー
ド
は
2
0
2
5

年
度
か
ら
一
体
化
し
た
カ
ー
ド
を

交
付
、▽
23
年
度
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
機
能（
電
子
証
明
書
）

を
ア
プ
リ
化
し
て
、ス
マ
ホ
に
搭

載
す
る
―
な
ど
が
準
備
さ
れ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、2
0
2
3
年
度
か
ら

地
方
交
付
税
の
算
定
に
各
自
治
体

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率

を
反
映
さ
せ
る
方
向
で
あ
る
。地

方
交
付
税
は
自
治
体
間
の
財
源
の

不
均
衡
を
調
整
し
財
源
不
足
を
補

う
も
の
。住
民
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
率
に
応
じ
、地
方
交

付
税
の
算
定
に
差
を
つ
け
て
政
策

誘
導
に
使
う
こ
と
は
、自
治
体
の

権
利
を
侵
す
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
市
民
カ
ー
ド
化
に
合
わ
せ
て
、

国
や
自
治
体
が
事
務
処
理
に
使
う

「
情
報
シ
ス
テ
ム
の
共
同
化
・
集
約

化
」を
行
う
と
し
て
い
る
。分
散
し

て
い
る
各
府
省
庁
や
自
治
体
の
情

報
シ
ス
テ
ム
を
統
一
・
標
準
化
し
、

分
野
横
断
的
な
デ
ー
タ
基
盤
の
構

築
へ
つ
な
げ
る
と
い
う
も
の
で
、

2
0
2
5
年
度
末
の
実
施
を
目
指

し
て
い
る
。

　

自
治
体
や
医
療
・
介
護
・
教
育
な

ど
の
準
公
共
部
門
の
情
報
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
も
使
用
さ
れ
る
こ

と
で
、主
要
な
業
務
内
容
の
情
報

シ
ス
テ
ム
を
原
則
、国
の
情
報
シ

ス
テ
ム
に
あ
わ
せ
て
い
く
こ
と
に

な
る
。つ
ま
り
、国
が
シ
ス
テ
ム
を

一
元
管
理
し
、自
治
体
保
有
の
検

診
情
報
な
ど
が
全
国
医
療
情
報
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
情
報
共
有
化

さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

混
在
し
、事
務
手
続
き
が
煩
雑
と

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ま

た
、処
方
箋
受
取
率
＝
分
業
率
が

75
・
3
％
％（
日
本
薬
剤
師
会
、

2
0
2
1
年
度
調
剤
分
全
保
険
・

速
報
値
）と
い
う
状
況
で
は
、重
複

投
薬
等
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
も
限
定

的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。

　

一
方
で
、管
理
サ
ー
ビ
ス
と
の

接
続
に
は
、導
入
し
て
い
る
資
格

確
認
シ
ス
テ
ム
の
改
修
や
定
期
的

な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
と
な

る
。さ
ら
に
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

や
シ
ス
テ
ム
維
持
・
管
理
は
、医
療

機
関
等
の
責
任
と
な
り
、新
た
な

費
用
負
担
が
発
生
す
る
。

◇
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
仕
組
み（
図
3
）

　

全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
は
、全
国
の
医
療
機

関
で
、▽
レ
セ
プ
ト
薬
剤
情
報
・
特

定
健
診
情
報
、▽
医
療
機
関
名
、透

析
・
手
術
情
報
な
ど
診
療
情
報
、▽

ワ
ク
チ
ン
等
の
予
防
接
種
や
自
治

体
検
診
情
報
、▽
乳
幼
児
・
学
校
・

職
場
健
診
情
報
、▽
電
子
処
方
箋

（
処
方
・
調
剤
情
報
）、電
子
カ
ル
テ

等
の
医
療
情
報
に
つ
い
て
、「
本
人

同
意
」の
も
と
、閲
覧
・
共
有
で
き

る
よ
う
に
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

2
0
2
2
年
9
月
11
日
か
ら
閲

覧
・
共
有
で
き
る
診
療
情
報
が
拡

大
さ
れ
て
い
る
。

　
「
本
人
の
同
意
」が
前
提
と
な
っ

て
い
る
が
、患
者
が
重
要
性
を
十

分
に
理
解
し
な
い
ま
ま
同
意
し
、

事
後
に
ト
ラ
ブ
ル
と
な
っ
て
信
頼

関
係
が
損
な
わ
れ
る
事
態
が
起

こ
る
懸
念
が
あ
る
。本
来
、そ
の
都

度
、本
人
確
認
、提
供
情
報
の
本
人

同
意
、提
供
し
た
個
人
情
報
の
消

去
、情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

実
施
が
必
要
で
あ
る
。

　

注
：
個
人
情
報
保
護
法
で
、医
療

情
報
は「
要
配
慮
個
人
情
報
」と
さ

れ
、1
次
利
用
、2
次
利
用
の
目

的
の
区
別
に
関
わ
ら
ず
、本
人
の

同
意
を
得
な
い
で
取
得
す
る
こ
と

や
、利
用
目
的
の
変
更
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
。　　

 

　

現
状
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
保
険
証
を
使
っ
て
、患
者
本
人

が
同
意
し
た
場
合
に
限
ら
れ
て
い

る
。健
康
保
険
証
で
受
診
し
た
患

者
の
医
療
情
報
の
閲
覧
・
共
有
を

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。し
か
し
、

健
康
保
険
証
で
あ
っ
て
も
、レ
セ

プ
ト
情
報
等
を
被
保
険
者
個
人
番

号
で
紐
付
け
て
管
理
し
て
お
り
、

患
者
の
医
療
情
報
の
閲
覧
・
共
有

は
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
情
報
連

携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｅ
Ｈ
Ｒ
：

E
L
E
C
T
R
O
N
IC H

E
A
L
T
H

 

（
2
面
下
段
よ
り
続
く
）

図3

図4

（出所）「医療DX令和ビジョン 2030」自民党政調会（2022 年 5 月 17 日）

（出所）健康・医療・介護情報利活用検討会（2020 年 6 月 15 日）

（
4
面
7
段
目
に
続
く
）
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「
税
・
社
会
保
障
・
災
害
等
に
係

る
」
32
職
種
を
対
象
に「
国
家
資

格
等
管
理
シ
ス
テ
ム（
仮
称
）」を

新
設
す
る
こ
と
も
計
画
さ
れ
て

い
る
。マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用

し
て
、
免
許
登
録
や
資
格
管
理

の
事
務
な
ど
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
利
用
・
情
報
連
携
を
2
0
2
4

年
度
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
。約

3
0
0
程
度
の
国
家
資
格
に
つ
い

て
も
順
次
拡
大
す
る
方
針
で
あ

る
。感
染
爆
発
や
自
然
災
害
、軍
事

な
ど
有
事
を
想
定
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

◇
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
、

個
人
情
報
保
護
強
化
の
制
度
整

備
が
必
要
。

　

個
人
情
報
は
極
力
、分
散
管
理

す
る
こ
と
が
鉄
則
だ
が
、政
府
が

民
間
も
使
っ
て
、一
元
的
に
管
理

す
る
方
向
を
目
指
し
て
い
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
に
は
、桁
違
い
の

個
人
情
報
が
集
積
さ
れ
る
。リ
ス

ク
を
集
積
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ

り
、情
報
漏
え
い
や
不
正
利
用
が

起
き
た
場
合
に
は
甚
大
な
被
害
に

つ
な
が
る
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で
い

る
。

　

医
療
を
含
む
個
人
情
報
を
受
け

取
り
、集
積
す
る
側（
国
や
企
業
な

ど
）が
、何
に
利
用
し
て
い
る
の

か
、誰
が
監
督
す
る
の
か
、透
明
性

を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。個
人
情
報
の
利
活
用
は
、デ
ー

タ
保
護
と
い
う
信
頼
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
。デ
ジ
タ
ル
化
の
進

展
に
対
応
し
て
、個
人
情
報
保
護

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
強
化
す
る

た
め
の
基
本
的
な
制
度
の
整
備
が

同
時
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

医
療
情
報
が
十
分
に
保
護
さ
れ
た

上
で
、治
療
成
績
の
向
上
、健
康
増

進
、事
務
合
理
化
な
ど
に
つ
な
が

る
医
療
デ
ジ
タ
ル
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

10
月
1
日（
土
）、協
会
は
花
山
弘

氏（
京
都
府
保
険
医
協
会
事
務
局

長
、保
団
連
病
院
対
策
事
務
局
小
委

員
）を
講
師
に
適
時
調
査
対
策
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

適
時
調
査
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
原
則

中
止
さ
れ
自
己
点
検
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、2
0
2
2
年
度
か
ら
は

実
地
で
の
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

講
師
は
、今
年
度
の
適
時
調
査
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
①
20
年
度
の
適
時

調
査
実
施
要
領
に
基
づ
き
実
施
さ

れ
る
た
め
、実
施
方
法
に
大
き
な
変

更
は
な
い
が
、院
内
視
察
は
行
わ
れ

な
い
。②
22
年
度
診
療
報
酬
改
定
を

反
映
し
た「
調
査
書
」に
基
づ
き
実

施
。③
実
施
要
領
に
変
更
が
な
い
た

め
、16
年
度
以
降
2
回
連
続
で
指

摘
事
項
が
な
か
っ
た
重
点
施
設
基

準
は
調
査
の
省
略
が
可
能
。④
自
主

返
還
の
対
象
は
昨
年
度
の
自
己
点

検
以
降
分
が
対
象
、の
4
点
を
説

明
し
ま
し
た
。

　

適
時
調
査
の
実
際
に
つ
い
て
、京

都
府
の
例
を
参
考
に
解
説
。変
更
点

と
し
て
、事
前
提
出
書
類
に
、自
己

点
検
結
果
の
提
出
が
追
加
さ
れ
て

い
る
こ
と
、ま
た
、当
日
準
備
書
類

の
中
に
、入
院
基
本
料
関
係
は
可
能

な
範
囲
で
の
任
意
に
よ
る
事
前
提

出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
説

明
し
ま
し
た
。当
日
の
流
れ
や
調
査

項
目
と
そ
の
判
定
方
法
に
つ
い
て

も
触
れ
、前
回
指
摘
事
項
に
つ
い
て

は
、改
善
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る

た
め
、再
度
指
摘
を
受
け
な
い
よ
う

注
意
が
必
要
と
説
明
。講
師
は
、「
最

重
要
ポ
イ
ン
ト
は
、経
済
的
な
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
を
受
け
な
い
こ
と
」で
あ

る
と
言
い
、そ
の
た
め
に
は「
人
員

基
準
や
数
値
の
基
準
等
、は
っ
き
り

と
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

か
の
判
断
を
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
部
分
に
つ
い
て
は
、特
に
注
意
が

必
要
だ
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

看
護
要
員
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、勤
務
表
と
様
式
9
の
管
理

を
中
心
に
解
説
。勤
務
表
に
つ
い
て

は
、有
資
格
者
と
し
て
扱
う
時
期
や

勤
務
実
績
を
正
確
に
反
映
し
て
い

る
か
、夜
勤
体
制
は
確
保
さ
れ
て
い

る
か
等
、注
意
す
べ
き
点
を
説
明
し

ま
し
た
。様
式
9
で
は
、申
し
送
り

の
有
無
に
よ
る
計
上
時
間
の
違
い

や
、勤
務
時
間
に
計
上
で
き
る
会
議

や
研
修
等
に
触
れ
、具
体
的
な
事
例

を
も
と
に
実
際
の
様
式
9
へ
の
計

上
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
適
時
調
査
の
詳

し
い
流
れ
が
分
か
っ
た
」「
様
式
9

に
つ
い
て
見
直
し
た
い
」等
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

協
会
で
は
、届
出
チ
ェ
ッ
ク
表
や

日
常
管
理
チ
ェ
ッ
ク
表
が
掲
載
さ

れ
た「
届
出
医
療
等
の
活
用
と
留
意

点
」を
発
刊
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
届

出
要
件
の
確
認
と
施
設
基
準
の
日

常
管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

適
時
調
査
対
策
と
施
設
基
準
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

今
年
度
か
ら
再
開
さ
れ
る
適
時
調
査

に
備
え
よ
う

届出医療等の活用と留意点
-施設基準・人員基準等の手引き-

（2022年度～2023年度版）
ご注文いただいた会員の先生には1冊無料分をお送りします。
2冊目から定価販売（6500円）となります。
ご注文はTEL082-262-5424まで。

保険医のための審査、指導、監査対策　日常の留意点【第4版】 
審査、指導、監査制度の仕組みと日常の留意点をまとめた実務書。
※会員の先生には1冊無料分を既にお送りしています。
　2冊目から定価販売（4000円）となります。

在宅医療点数の手引（2022年版）
複雑化の一途を辿る在宅医療点数や関連する介護報酬について、豊富な図表を用
いて詳しく解説。
※ご注文いただいた会員の先生には1冊無料分をお送りします。
　2冊目から定価販売（5000円）となります。

る
医
療
機
関
が
出
れ
ば
地
域
医
療

に
大
き
な
影
響
が
出
て
く
る
。中

医
協
の
答
申
書
・
付
帯
意
見
に『
地

域
医
療
に
支
障
が
生
じ
る
な
ど
止

む
を
得
な
い
場
合
に
必
要
な
対
応

を
検
討
す
る
』と
記
さ
れ
て
お
り
、

必
要
な
対
応
と
し
て
、期
限
の
延

期
や
除
外
対
象
範
囲
の
拡
大
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
が
、義
務
化
の
撤

回
が
医
師
、歯
科
医
師
の
切
実
な

要
求
だ
」と
答
え
ま
し
た
。

　

仁
比
参
院
議
員
は
、「
国
会
の
中

で
政
府
の
姿
勢
を
問
い
質
す
こ
と

で
、宗
教
法
人
法
の
解
釈
を
変
更

さ
せ
る
な
ど
の
動
き
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。医
療
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
で
、医
療
崩
壊
を
間
の

あ
た
る
に
す
る
中
で
、多
く
の
国

民
に『
医
療
費
抑
制
策
を
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』と
い
う

認
識
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
導

　
「
＃
い
の
ち
ま
も
る
医
療
・
社
会

保
障
を
立
て
直
せ
！
10
・
20
総
行

動
」の
集
会
に
先
立
ち
、オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
導
入
義
務

化
の
撤
回
等
を
求
め
、「
医
師
・
歯

科
医
師
要
請
署
名（
1
2
6
名
）」

を
も
と
に
、地
元
選
出
等
の
国
会

議
員
に
要
請
し
ま
し
た
。当
日
は
、

佐
藤
公
治
衆
議
院
議
員（
6
区
・
立

憲
）、仁
比
聡
平
参
議
院
議
員（
比

例
・
共
産
）と
面
談
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
衆
院
議
員
は
、「
医
療
の
デ

ジ
タ
ル
化
は
推
進
す
べ
き
と
考

え
る
が
、政
府
の
や
り
方
は
健
全

と
は
言
え
な
い
。な
ぜ
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
が
広

入
の
義
務
化
は
、新
型
コ
ロ
ナ
対

応
で
疲
弊
し
て
い
る
医
療
機
関
を

さ
ら
に
追
い
込
む
も
の
で
あ
り
、

義
務
化
と
健
康
保
険
証
廃
止
の
撤

回
に
向
け
先
生
方
と
と
も
に
頑
張

り
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

が
ら
な
い
の
か
な
ど
、一
つ
ひ
と

つ
検
証
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が

必
要
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、佐
藤
議
員
よ
り「
保
険
医

協
会
と
し
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
シ
ス
テ
ム
導
入
の
義
務
化
撤

回
以
外
の
打
開
策
は
考
え
て
い
な

い
の
か
」と
の
疑
問
が
出
さ
れ
ま

し
た
。梶
岡
事
務
局
長
は「
義
務
化

に
対
応
で
き
な
い
た
め
に
、『
廃
院

せ
ざ
る
を
得
な
い
』と
考
え
る
医

療
機
関
は
少
な
く
な
い
。廃
院
す

オンライン資格確認システム
導入義務化の撤回等を求め、
地元選出等国会議員に要請

3
面
下
段
よ
り
続
く

講師の花山氏

佐藤衆院議員

仁比参院議員（左）

　医科書籍のご案内　
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自主返還についての
税務処理

指導において、自主返還と通
知された場合、自主的に返還
分を計算することになりま
す。自主返還分は、今後支払わ
れる診療報酬から返還金額を
控除する方法（または直接返
還）で行うこととされていま
す。過年度に支払いを受けた
ものの自主返還についても、
返還金額を確定した年度の損
金として計上することになり
ます。返還調整された診療報
酬の支払いが翌年度となる場
合であっても、金額を確定し
た年度で処理します。

医科点数等 Q＆A歯科点数等 Q＆A
（処置）

Q1 下肢創傷処置の算定にあたり、レセプト「摘要」欄に、下肢
創傷の部位及び潰瘍の深さを記載することとされている。

「深い潰瘍」とは、「潰瘍の深さが腱、筋、骨又は関節のいずれ
かに至るものをいう」とあるが、レセプトの「傷病名」欄や「摘
要」欄に、その旨がわかる記載が必要か。

A1 筋又は骨のいずれかに達する場合は、修飾語マスターに
ある「筋・骨に達する」を選択の上、傷病名とするのが良いと
考えます。一方、腱又は関節のいずれかに至る場合は、修飾
語マスターの中に適切な選択肢がないため、傷病名の補足
コメントとして「腱に達する潰瘍」「関節に達する潰瘍」と記
載してください。

　　なお、潰瘍の深さが腱、筋、骨又は関節のいずれにも至ら
ないもの場合は、「浅い潰瘍」との記載で良いと考えます。

（歯冠修復及び欠損補綴）
Q1 医科保険医療機関の医師から診療情報提供に基づき、歯
科用金属を原因とする金属アレルギーを有する患者さんの
第一大臼歯にCAD/CAM冠を使用する場合、第二大臼歯が
全て残存していなくとも算定できるか。

A1 算定できます。
　※�歯科点数表の解釈（2022年4月版、社会保険研究所）p370通

知（2）

（診療報酬と介護報酬の給付調整）
Q2 月の途中で医療保険から介護保険に変更になった場合、
医療保険の訪問歯科衛生指導料と介護保険の歯科衛生士に
よる居宅療養管理指導費は、どのように算定するのか。

A2 医療保険の訪問歯科衛生指導料（月4回まで）と介護保
険の歯科衛生士による居宅療養管理指導費（月4回まで）は
別々に算定しますが、両方を合算して月4回までの算定とな
ります。
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原
子
力
は
復
活
す
る
か
？

　

需
給
ひ
っ
迫
に
つ
い
て
政
府
は
、

原
子
力
の
再
稼
働
を
急
ぐ
べ
き
と

考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。い
わ
ゆ

る「
骨
太
の
方
針
」で
は
、原
発
に
つ

い
て
、2
0
2
1
年
度
に「
可
能
な

限
り
依
存
度
を
低
減
」と
前
例
踏
襲

の
方
針
で
あ
っ
た
が
、2
0
2
2
年

度
に
は
こ
の
方
針
が
削
ら
れ
、代
わ

り
に「
最
大
限
活
用
」と
明
記
さ
れ

た
。更
に
再
稼
働
の
遅
れ
へ
の
対
策

と
し
て
、「
効
率
的
な
審
査
」ま
で
踏

み
込
ん
だ
。7
月
の
参
議
院
選
挙
で

も
、自
由
民
主
党
か
ら
は
原
子
力
の

復
活
を
期
待
す
る
声
が
強
か
っ
た
。

　

言
う
ま
で
も
な
い
が
、日
本
で
原

発
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
。む
し
ろ

政
府
は
、福
島
原
発
事
故
後
も
再
稼

働
を
推
進
し
て
き
た
。そ
の
大
前
提

が
、独
立
し
た
原
子
力
規
制
委
員
会

に
よ
る
安
全
審
査
で
あ
っ
た
は
ず

だ
が
、こ
れ
に
注
文
を
付
け
て
審
査

を
早
め
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
。一
方
で
現
実
に
は
、こ
れ

ま
で
17
基
の
原
子
炉
が
審
査
を
通

過
し
た
の
に
、10
基
し
か
再
稼
働
で

き
て
い
な
い
。こ
れ
は
、立
地
自
治

体
の
了
承
を
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス

が
多
い
か
ら
で
あ
り
、原
発
の
社
会

的
受
容
性
が
低
い
こ
と
が
そ
の
背

景
に
あ
る
。こ
こ
で
原
子
力
規
制
委

員
会
の
独
立
性
を
侵
す
よ
う
な
こ

と
を
す
れ
ば
、原
子
力
行
政
へ
の
信

頼
は
更
に
低
下
す
る
だ
ろ
う
。

　

確
か
に
、原
子
力
は
二
酸
化
炭
素

を
排
出
し
な
い
電
源
で
あ
り
、核
燃

料
サ
イ
ク
ル
を
前
提
に「
準
国
産
」

と
も
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
。ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
を
受
け
て
、欧
州
で
も

ベ
ル
ギ
ー
と
ド
イ
ツ
が「
脱
原
発
」

の
期
限
の
延
長
を
、イ
ギ
リ
ス
や
フ

ラ
ン
ス
が
原
発
の
新
増
設
を
掲
げ

る
な
ど
、見
直
し
の
動
き
が
見
ら
れ

る
。と
は
言
え
、イ
ギ
リ
ス
も
フ
ラ

ン
ス
も
以
前
か
ら
新
増
設
を
推
進

し
て
き
た
が
、建
設
が
進
ま
ず
に
行

き
詰
ま
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ

る
。安
全
基
準
の
強
化
に
よ
り
建
設

期
間
が
長
期
化
し
、初
期
投
資
費
用

が
2
～
3
倍
に
高
騰
し
て
い
る
か

ら
だ
。原
子
炉
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
東

芝
が
、米
国
の
ボ
ー
グ
ル
原
発
の
建

設
遅
れ
に
よ
り
、7
0
0
0
億
円
規

模
の
損
失
を
被
っ
た
こ
と
は
、記
憶

に
新
し
い
。

　

日
本
で
は
、福
島
原
発
事
故
で

安
全
神
話
が
崩
壊
し
た
上
、世
界
有

数
の
地
震
・
津
波
大
国
で
あ
る
。ウ

ラ
ン
資
源
を
賦
存
せ
ず
、核
兵
器

保
有
国
で
も
な
い
。高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
目
処

も
立
っ
て
い
な
い
。近
年
で
は
、司

法
に
よ
り
運
転
が
停
め
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
。原
発
の
事
業
性
は
極
め

て
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。そ

れ
で
も
政
府
は
、2
0
2
3
年
度
か

ら「
長
期
脱
炭
素
電
源
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
」を
開
始
し
、原
子
力
へ
の
支
援

策
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

日
本
は
再
エ
ネ
と
省
エ
ネ
を
柱
と

し
た「
脱
化
石
」を

　

こ
の
よ
う
に
今
般
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
危
機
は
、世
界
と
日
本
の
様
々

な
問
題
を
惹
起
し
て
い
る
。し
か
し

そ
の
本
質
は
、こ
れ
ま
で
も
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
化
石
燃
料
の
脆
弱
性

に
あ
る
。そ
し
て
そ
の
代
替
電
源
と

し
て
政
府
が
国
策
と
し
て
推
進
し

て
き
た
原
子
力
は
、完
全
に
行
き
詰

ま
っ
て
い
る
。日
本
は
未
だ
に
33
基

の
原
子
炉
を
有
す
る
が
、そ
れ
ら
は

動
か
し
た
く
て
も
動
か
せ
ず
、「
座

礁
資
産
」と
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

で
は
、日
本
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
？
そ
の
答
え
は
、再
エ
ネ
と
省
エ

ネ
で
あ
る
。再
エ
ネ
は
、純
国
産
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、枯
渇
せ
ず
、

価
格
高
騰
も
供
給
不
安
も
な
い
。

2
0
0
0
年
代
ま
で
は
、経
済
性
が

障
壁
と
な
っ
て
き
た
が
、機
器
の
量

産
効
果
が
働
い
た
結
果
、風
力
や
太

陽
光
は
今
や
世
界
で
最
も
安
い
電

源
に
な
っ
て
い
る
。だ
か
ら
こ
そ
、

中
国
な
ど
発
展
途
上
国
で
も
導
入

が
進
ん
で
お
り
、国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
関
の
予
測
で
は
、脱
炭
素
を
実
現

す
る
2
0
5
0
年
に
、世
界
の
電
源

構
成
の
88
％
を
再
エ
ネ
が
占
め
る

と
い
う（IE

A
, N
et Z
ero by  

2050

）。

　

こ
れ
ま
で
再
エ
ネ
は
、「
脱
炭
素
」

の
文
脈
で
注
目
さ
れ
て
き
た
。気
候

変
動
対
策
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ

る
が
、化
石
燃
料
を
有
し
な
い
日
本

に
と
っ
て
、再
エ
ネ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
上
の
価
値
は
極
め
て
高

い
は
ず
だ
。気
候
変
動
対
策
で
先
行

す
る
欧
州
で
は
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

を
受
け
て
、「
脱
ロ
シ
ア
」か
ら「
脱

化
石
」を
急
い
で
い
る
。そ
の
過
程

で
、ド
イ
ツ
で
国
内
炭
を
使
っ
た
石

炭
火
力
が
、ベ
ル
ギ
ー
で
原
子
力

が
、も
う
少
し
活
用
さ
れ
る
こ
と
は

あ
ろ
う
が
、最
大
の
柱
は
再
エ
ネ
な

の
で
あ
る
。

　

も
う
1
つ
の
柱
は
、省
エ
ネ
で

あ
る
。省
エ
ネ
が
進
め
ば
、エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
が
減
り
、自
給
率
が

高
ま
る
。二
酸
化
炭
素
排
出
量
も
減

る
。ド
イ
ツ
で
は
、ロ
シ
ア
へ
の
化

石
燃
料
の
輸
入
支
払
い
を
減
ら
す

た
め
に
、省
エ
ネ
が
合
言
葉
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。そ
の
手
段
は
、建

築
物
の
断
熱
性
能
の
向
上
や
Ｌ
Ｅ

Ｄ
電
灯
な
ど
省
エ
ネ
機
器
の
導
入

で
あ
り
、初
期
投
資
費
用
が
か
か

る
。し
か
し
、化
石
燃
料
が
こ
こ
ま

で
高
騰
す
れ
ば
、短
期
間
で
回
収
で

き
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。そ
し
て

省
エ
ネ
対
策
の
効
果
は
、投
資
回
収

後
も
長
続
き
す
る
。

　

日
本
は
、欧
米
と
も
異
な
り
、全

て
の
化
石
燃
料
に
恵
ま
れ
な
い
一

方
で
、太
陽
光
や
洋
上
風
力
、地
熱

や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
っ
た
再

エ
ネ
に
恵
ま
れ
、ま
た
地
震
大
国
と

し
て
福
島
原
発
事
故
を
経
験
し
た
。

幸
い
、欧
州
と
比
べ
れ
ば
化
石
燃

料
の
ロ
シ
ア
依
存
度
は
低
い（
注
釈

3
）。安
全
保
障
の
た
め
に
も
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
寄
り
添
う
た
め
に
も
、気

候
変
動
対
策
と
し
て
も
価
格
高
騰

対
策
と
し
て
も
、再
エ
ネ
と
省
エ
ネ

を
柱
と
し
た「
脱
化
石
」を
最
優
先

で
加
速
す
べ
き
で
あ
る
。

（
注
釈
3
）

　

日
本
は
、2
0
2
0
年
度
に
お
い

て
、天
然
ガ
ス
輸
入
の
8
・
4
％
、原

油
輸
入
の
3
・
6
％
、石
炭
輸
入
の

11
・
6
％
を
ロ
シ
ア
に
依
存
し
た
。『
エ

ネ
ル
ギ
ー
白
書
』2
0
2
2
年
版
。

命の海を

原発よりも

145

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

～
原
子
力
は
復
活
す
る
か
？
～（
4
）

都
留
文
科
大
学
地
域
社
会
学
科
教
授
　
高
橋
　
洋

竹内　實　先生竹内　實　先生竹内　實　先生竹内　實　先生
竹内耳鼻咽喉科
（東広島市）
竹内耳鼻咽喉科
（東広島市）

会員訪問◯123会員訪問◯123会員訪問◯123会員訪問◯123

広島保険医新聞寄稿集
「原発よりも命の海を」第7号発刊
2010年4月号から続く「原発よりも命の海
を」は、様々な視点から原発・環境問題をみ
つめる連載です。会員の先生には既にお届
けしています。追加のご希望は協会までご
連絡ください。
TEL082-262-5424　 FAX082-262-5427
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（
50
歳
代
後
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　

頸
椎
前
方
固
定
術
、左
腓
骨
移

植
の
手
術
目
的
で
入
院
し
て
手
術

が
施
行
さ
れ
た
。術
後
、回
復
室

の
担
当
看
護
師
が
ハ
ロ
ー
ベ
ス
ト

装
着
中
の
患
者
の
様
子
を
見
て

い
た
。患
者
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
ベ
ッ
ド
に

移
動
し
た
が
、他
の
看
護
師
が
患

者
の
使
用
し
て
い
た
枕
が
病
棟
の

備
品
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

手
術
室
の
備
品
で
あ
る
と
思
い
違

い
を
し
て
同
枕
の
返
却
を
求
め
、

患
者
は
枕
代
わ
り
に
布
製
の
小

敷
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

患
者
は
当
時
か
ら「
頭
が
痛
い
」と

訴
え
て
い
た
が
、看
護
師
は
自
制

内
で
あ
る
と
判
断
し
て
放
置
し
て

い
た
。そ
の
後
、頭
痛
の
原
因
は
ハ

ロ
ー
ベ
ス
ト
の
金
具
が
当
た
っ
て

い
る
と
判
断
し
て
鎮
静
剤
投
与
で

様
子
を
見
た
。そ
の
後
、全
身
清
拭

の
た
め
、側
臥
位
の
姿
勢
を
と
っ

た
際
、後
頭
部
に
3
㎝
×
5
㎝
の

発
赤
・
腫
脹
を
発
見
し
た
。そ
の
部

位
は
3
㎝
×
7
㎝
の
大
き
さ
で
脱

毛
に
至
る
と
共
に
、触
れ
る
と
痛

み
が
残
っ
た
。

　

患
者
側
は
、具
体
的
な
額
は
明

示
せ
ず
に
、後
頭
部
の
脱
毛
に
関

し
て
賠
償
請
求
を
し
て
き
た
が
、

特
に
カ
ツ
ラ
代
に
つ
い
て
賠
償
金

額
で
折
り
合
い
が
つ
か
ず
訴
訟
を

申
し
立
て
る
に
至
っ
た
。

　

医
療
機
関
側
と
し
て
は
、脱
毛

の
原
因
は
、ハ
ロ
ー
ベ
ス
ト
で
動

か
な
い
よ
う
に
固
定
し
て
い
た
後

頭
部
に
対
し
て
、枕
と
し
て
使
用

し
て
い
た
小
敷
が
強
く
患
者
の
後

頭
部
部
分
に
接
し
て
い
た
こ
と
か

ら
細
胞
が
死
滅
し
た
と
考
え
た
。

ハ
ロ
ー
ベ
ス
ト
で
固
定
し
た
患
者

に
対
し
て
は
、専
用
の
枕
を
使
用

す
る
こ
と
は
当
然
で
、小
敷
を
使

用
す
れ
ば
2
時
間
程
度
で
後
頭
部

に
褥
創
等
、障
害
が
発
生
す
る
こ

と
は
予
見
可
能
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、看
護
師
の
勘
違
い
か

ら
小
敷
を
枕
代
わ
り
と
し
、な
お

か
つ
そ
の
こ
と
に
他
の
看
護
師
も

気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か

な
医
療
過
誤
と
判
断
し
た
。

　

紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約
2

年
11
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　

医
療
機
関
側
の
主
張
通
り
、脱

毛
ま
で
は
予
見
で
き
な
か
っ
た
と

し
て
も
、後
頭
部
に
何
ら
か
の
障

害
が
発
生
す
る
こ
と
は
十
分
予
見

可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。

患
者
の
主
な
損
害
は
後
遺
障
害
と

し
て
第
14
級
9
号（
当
時
）「
局
部

に
神
経
症
状
を
残
す
も
の
」と
第

12
級
15
号「
女
子
の
外
貌
に
醜
状

を
残
す
も
の
」が
相
当
す
る
と
考

え
ら
れ
た
。

〈
結
果
〉

　

医
療
機
関
側
は
全
面
的
に
過
誤

を
認
め
て
示
談
を
試
み
た
が
、患

者
は
医
療
機
関
側
の
提
示
額
に

納
得
し
な
か
っ
た
た
め
、訴
訟
と

な
っ
た
。裁
判
で
は
和
解
と
な
っ

た
が
、和
解
金
額
は
訴
額
の
半
額

に
も
満
た
な
か
っ
た
。

※
京
都
保
険
医
新
聞
第
2
9
8
5

号（
2
0
1
6
年
12
月
10
日
）よ
り

新
興
感
染
症
流
行
か
ら
考
え
る 

～
患
者
、国
民
に
求

め
ら
れ
る
医
療
を
め
ざ
し
て
～�

（
報
告
）理
事
　
小
野
　
広
一

第
37
回
保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　
第
37
回
保
団
連
医
療
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、10
月
9
日・
10
日
の

2
日
間
に
渡
り
、東
京
・
都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル
の
現
地
参
加
と
オ
ン
ラ

イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。1
日
目
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
に
よ
る
医

療
機
関
の
影
響
調
査
」結
果
報
告
、

西
浦
博
氏（
京
都
大
学
大
学
院
医

学
研
究
科
環
境
衛
生
学
分
野
教
授
）

を
講
師
と
し
た
記
念
講
演「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
制

御
」、2
日
目
に
は
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、分
科

会
・
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
オ
ン

デ
マ
ン
ド
配
信
さ
れ
ま
し
た
。以
下
、

参
加
し
た
小
野
理
事
よ
り
報
告
し

ま
す
。

　

今
回
Ｗ
Ｅ
Ｂ
視
聴
し
ま
し
た
の

で
報
告
し
ま
す
。10
月
9
日（
日
）の

記
念
講
演
は
、厚
生
労
働
省
の
ク
ラ

ス
タ
ー
対
策
班
で
活
躍
さ
れ
、数
理

モ
デ
ル
の
研
究
で「
8
割
お
じ
さ
ん
」

と
し
て
知
ら
れ
る
京
都
大
学
教
授

の
西
浦
博
先
生
で
し
た
。先
生
は
、

広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
を
修

了
さ
れ
て
い
ま
す
。前
の
流
行
末
期

に
数
理
モ
デ
ル
を
用
い
て
、次
回
の

流
行
の
危
機
予
測
を
行
い
、流
行
の

衝
撃
を
最
小
限
に
す
る
た
め
今
ま

で
緊
急
事
態
宣
言
や
蔓
延
防
止
等

重
点
措
置
を
提
言
し
、「
抑
制
」政
策

で
国
民
の
大
量
死
を
防
い
だ
こ
と

や
、イ
ス
ラ
エ
ル
の
観
察
デ
ー
タ
か

ら
ワ
ク
チ
ン
効
果
の
減
弱
に
よ
り

再
流
行
が
起
こ
る
事
が
わ
か
り
、追

加
接
種
の
必
要
性
と
そ
れ
ま
で
の

接
種
で
重
症
化
防
御
効
果
は
維
持

さ
れ
る
こ
と
な
ど
、今
ま
で
の
成
果

と
知
見
を
説
明
さ
れ
、「
次
の
流
行
期

（
第
8
波
）で
は
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

亜
系
統
：BA

.2.75.2

、BA
.4.6

、

B
Q
.1.1

、XB
B

な
ど
複
数
の
系
統

が
共
存
し
て
大
流
行
す
る
可
能
性
が

あ
り
、感
染
者
や
死
亡
者
の
被
害
予

想
の
発
表
な
し
で
緩
和
の
み
が
進
む

こ
と
に
は
注
視
し
て
い
く
べ
き
」と

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

翌
10
日（
月
）の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、午
前
中
は「
新
興
感
染
症
対
策

と
日
常
診
療
の
確
保
」と
し
て
、墨

田
区
の「
危
機
に
応
じ
た
最
善
策

を
全
関
係
者
と
共
有
し
、区
を
挙

げ
て
ど
の
よ
う
にC
O
V
ID
-19

対

策
を
講
じ
て
き
た
か
」と
い
う
発
表

や
、地
域
医
療
を
実
践
し
て
い
る

か
ら
こ
そ
の「（
都
に
お
い
て
は
）感

染
症
を
担
う
医
療
従
事
者
に
は
、

C
O
V
ID
-19

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の

支
給
な
く
、自
費
購
入
が
問
題
」と

い
う
発
言
及
び
歯
科
医
か
ら
の「
口

腔
癌
は
も
と
も
と
見
つ
か
り
に
く

く
、見
つ
か
っ
た
と
き
に
はstage

Ⅳ

の
こ
と
も
多
い
の
に
、そ
れ
で

も
が
ん
検
診
は
不
要
不
急
の
案
件

な
の
か
」と
い
う
発
言
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の「
コ
ロ
ナ
禍
が
浮
き

彫
り
に
し
た
貧
困
問
題
」で
は
、貧

困
世
帯
で
は
母
親
の
正
規
雇
用
が

3
分
の
2
に
減
少
し
、パ
ー
ト
就

労
は
1
・
5
倍
に
増
え
て
い
る
現
実

や
、全
国
一
斉
休
校
に
よ
り
学
校
検

診
が
延
期
さ
れ
、再
開
ま
で
時
間
を

要
し
た
上
に
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
に
伴
い
、要
受
診
者
が
受
診
を
控

え
て
い
る
こ
と
を
知
り
、心
が
痛
み

ま
し
た
。

ハ
ロ
ー
ベ
ス
ト
で
脱
毛
に

患
者
に
と
っ
て
は
深
刻
で
す

医
事
紛
争
事
例

医
事
紛
争
事
例

医
師
が
選
ん
だ

医
師
が
選
ん
だ
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医事紛争事例集
医師が選んだ60事例

～明日は我が身
　京都府保険医協会・医療安全対策部会の経験豊富な担当理事（医師）が数ある紛
争事例の中から厳選した事例で構成。
　本書に掲載した紛争事例は、協会が実際に会員医療機関からの相談に対応した
ものであり、かつ、医療現場において特に注意すべき、あるいは典型的な事例を厳
選。

広島協会会員価格
2,000円（税込・送料別）

お申込みは京都府保険医協会まで　ＴＥＬ　075－212－8877

医事紛争事例集－医師が選んだ60事例－
　医療安全研修ＤＶＤ　ＰａｒｔⅢ

日常診療における「安心」と「安全」のために
　「医事紛争事例集－医師が選んだ60事例」（2019年9月発行）に掲載され
ている60事例すべて網羅！医療法で定められている医療安全研修をより効
率的に実施可能！書店では手に入らないオリジナル！

広島協会会員価格　7,000円（税込・送料別）

　雇用問題等に関するご質問・ご意見、読まれてのご感想等をお寄せ下さい。また、白鷺
先生への労務相談も受け付けています（8面に掲載）。詳しくは協会までご連絡ください。

雇用保険料率の変更について
　2022（令和4）年10月から雇用保険料率が労働者負担・事業主負担ともに

引き上がりました。通常は年度初め（4月）からの変更ですが、今回は年度

途中からの変更となりますので、給与計算での控除額変更を漏らさない

ようご注意ください。ちなみに事業主負担は2022（令和4）年4月から0.5／

1,000引き上がっており、10月からは今年度2回目の引き上げとなります。

【2022（令和4）年10月1日～2023（令和5）年3月31日】
負担者 ①�労働者負担 ②事業主負担

事業の種類

失業等給付・
育児休業給付
の保険料率

失業等給付・
育児休業給付
の保険料率

雇用保険二事
業の保険料率

①＋②
雇用保険料率

一般の事業 5／1,000 8.5／1,000 5／1,000 3.5／1,000 13.5／1,000
※農林水産・清酒製造の事業及び建設の事業の料率は異なります。

実際、毎月の給与支給額が20万円の労働者の場合、雇用保険料は1,000円と

なり、その負担額は引上げ前と引上げ後で比較すると毎月400円の増加と

なります。事業主負担については1,700円となり、2段階で引上がる前と比

較すると毎月500円の増加となります。

　今回の引き上げの背景は、何と言っても新型コロナウイルス感染症に

よる影響を受け休業を行った企業に対する「雇用調整助成金」の支給額が

膨大（2022（令和4）年10月時点では約6兆円）になってしまったこと及び失

業者への失業保険給付が増えたことです。2017（平成29）年度から料率の

変更は行われていなかった雇用保険ですが、底をついてしまった財源を

戻していく為、以前の料率に戻るのは当面は難しいでしょうし、来年度更

なる引上げも十分に考えれます。過去には事業主負担と労働者負担合わ

せて19.5／1,000の時（2005年（平成17年度））もありました。今後も新型コロ

ナウイルス感染症による影響は続きそうである状況下で企業の負担は決

して小さくないと言えます。

　最後に実際給与計算において、「10月から変更と言われてもいつから変

更を行えば良いのか」との質問を頂きます。例えば、10／1～10／31の給与

を11／10に支払われる場合は11／10支払いの給与から変更、9／16～10／

15の給与を10／25に支払われる場合は10／25支払い給与からの変更で良

いかと思います。わざわざ9／16～9／30と10／1～10／15に分ける必要は

ありません。労働保険料（労災及び雇用保険）は労働者に支給した当年4月

から翌年3月までの各月の給与及び賞与の総支給額を計算して申告する

わけですから、10月分として計上する予定の給与から料率を変更して計

算されておけば問題はありません。

特定社会保険労務士　白鷺克憲

雇用問題等Ｑ＆Ａ
面接・雇用から採用・退職まで面接・雇用から採用・退職まで◯178◯178
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認
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保
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税理士
☆助言者　松野 和生 税理士（松野和生税理士事務所）
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広島県保険医協会
行事案内
Twitter

＠hokeni_info

「知っトクパンフ」2022年版のご案内
知ってトクする　医療・介護・税金の負担軽減策

　社会保障の負担増が続く中で困っている患
者さんに喜ばれるパンフレットです。待合室
に置いていただくなどご活用ください。
※ご注文は広島県保険医協会まで
TEL082-262-5424　FAX082-262-5427

知っておきたい相次ぐ法改正
定着・採用に活かすために
募集をかけても応募がない

人手不足は深刻

在宅医療－これだけはおさえたい算定ルール
「在宅医療点数の手引2022年度改定版」

を使いこなそう

講師：桂　好志郎　社労士
　　 （�桂労務社会保険総合事務所所長、保団

連顧問社会保険労務士）
日時：12月4日（日）10：00～12：00
会場：�広島グランドインテリジェントホテル

3F「王朝」
ハイブリッド方式での開催です。
労務管理や人事に関する事前
質問をお寄せください。（会員
限定）

講師：前谷　かおる　氏
　　 （�全国保険医団体連合会　医科社保・審

査対策部担当次長）
日時：12月17日（土）15：00～16：30
　　 ※要事前申込（締切12月14日（水））
ZOOMアプリ（無料）を使用したオンライン
セミナーです。
詳細は後日、郵送でご案内します。

　経税セミナー　　医科オンラインセミナー　


